
AT-CSP1
USBスピーカーフォン

取扱説明書

Japanese



1

安全上の注意

本製品は安全性に充分な配慮をして設計していますが、使いかたを誤ると事故が起こることがあります。事故を未然に
防ぐために次の内容を必ずお守りください。

警告 この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性があります」を意
味しています。

注意 この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う、または物的損害が発生する可能性
があります」を意味しています。

警告 分解や改造はしない
感電、故障や火災の原因になります。

強い衝撃を与えない
感電、故障や火災の原因になります。

濡れた手で触れない
感電やけがの原因になります。

異常（音、煙、臭いや発熱、損傷など）に気付いたら使用しない
異常に気付いたらすぐに使用を中止して、お買い上げの販売店か当社サービスセンターに修理を依頼してください。

水をかけない
感電、故障や火災の原因になります。

本製品に異物（燃えやすい物、金属、液体など）を入れない
感電、故障や火災の原因になります。

布などで覆わない
過熱による火災やけがの原因になります。

USBケーブルに水分や異物がついた状態で接続しない
腐食・発熱・発煙・発火などによる故障や感電の原因になります。

USBケーブルの端子が曲がっていたり、差し込みが緩くなっている状態で使用しない
故障や火災の原因になります。

注意 大音量で耳を刺激しない
耳をあまり刺激しない適度な音量でご使用ください。大音量で長時間聴くと聴力に悪影響を与えることがあります。

不安定な場所に設置しない
転倒などによりけがや故障の原因になります。

直射日光の当たる場所、暖房器具の近く、高温多湿やほこりの多い場所に置かない
故障、不具合の原因になります。

火気に近づけない
変形、故障の原因になります。

ベンジン、シンナー、接点復活剤などは使用しない
変形、故障の原因になります。
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使用上の注意

ご使用の際は接続機器の取扱説明書も必ずお読みください。

万一、接続機器のメモリーなどが消失しても、当社では一切責任を負いません。

接続する際は、必ず機器の音量を最小にしてください。

強い衝撃を与えないでください。

直射日光の当たる場所、暖房器具の近く、高温多湿やほこりの多い場所に置かないでください。また水がかからない
ようにしてください。

本製品は長い間使用すると、紫外線（特に直射日光）や摩擦により変色することがあります。

USBケーブルを使用する際は、必ずプラグを持って抜き差ししてください。USBケーブルを引っ張ると断線や事故
の原因になります。

USBケーブルを使用しないときは、必ず本製品からUSBケーブルを取り外してください。

本製品を使用しないときは、付属のポーチに収納してください。

本製品の近くに電子機器や発信機（携帯電話など）があると本製品にノイズが入る場合があります。その場合は離し
て使用してください。

テレビやラジオのアンテナ付近で使用すると、テレビやラジオにノイズが入る場合があります。その場合は離して使
用してください。

本製品の近くに磁気に弱いもの（キャッシュカードなど）を置かないでください。磁気の影響を受ける場合がありま
す。

本製品は、大理石や白木などデリケートな材質には直接設置しないでください。

プラグは根元まで確実に差し込んでください。
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各部の名称と機能

本体（前面／側面／背面）

32 41

1 インジケーター
音声入力可能状態のときは青色に点灯します。ミュート状態のときは赤色に点灯します。

2 ミュートボタン
マイクロホンのミュートON／OFFを行います。

3 ボリュームダイヤル
スピーカーの音量を調整します。

4 コネクタージャック
付属のUSBケーブルを接続します。

付属品

2 31

1 USBケーブル（1.0m、USB Type-A - USB Type-C）

2 USBケーブル（1.0m、USB Type-C - USB Type-C）

3 ポーチ
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接続のしかた

使用する際は、必ず付属のUSBケーブルを使用してください。

1 2種類のUSBケーブル（付属）から、パソコンの端子に合わせてUSBケーブルを選んでパソコンと接続します。

1

1 USBケーブル（1.0m、USB Type-A - USB Type-C）またはUSBケーブル（1.0m、USB Type-C - USB Type-C）
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接続の確認

Windows 11の場合

1 本製品とパソコンをUSBケーブルで接続します。

2 「スタートメニュー」をクリックし、「設定」を選択します。

3 「システム」を選択します。

4 「サウンド」を選択します。



接続の確認
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5 「出力」および「入力」で、本製品が選択されていることを確認します。

本製品が選択されていない場合は、本製品を選択してください。



接続の確認
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Windows 10の場合

1 本製品とパソコンをUSBケーブルで接続します。

2 「スタートメニュー」をクリックし、「設定」を選択します。

3 「システム」を選択します。

4 「サウンド」を選択します。



接続の確認
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5 「出力」および「入力」で、本製品が選択されていることを確認します。

本製品が選択されていない場合は、本製品を選択してください。



接続の確認
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Windows 8.1の場合

1 本製品とパソコンをUSBケーブルで接続します。

2 「スタートメニュー」を右クリックし、「コントロールパネル」を選択します。

3 「サウンド」を選択します。

4 「再生」タブで、本製品が選択されていることを確認します。

本製品が選択されていない場合は、本製品を選択し、「既定値に設定」をクリックします。

5 「録音」タブで、本製品が選択されていることを確認します。

本製品が選択されていない場合は、本製品を選択し、「既定値に設定」をクリックします。



接続の確認
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macOS Catalina／macOS Big Sur／macOS
Montereyの場合

1 本製品とパソコンをUSBケーブルで接続します。

2 Appleアイコンから「システム環境設定」を選択します。

3 「サウンド」を選択します。



接続の確認
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4 「入力」タブで、本製品が選択されていることを確認します。



接続の確認
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5 「出力」タブで、本製品が選択されていることを確認します。
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使いかた

本製品は、パソコンと接続を行いWEB会議やオンライン通話などで通話することができます。用途に合わせてご使用く
ださい。

通話する
接続した機器の取扱説明書に従って通話してください。

1 本製品を机などに設置します。

2 2種類のUSBケーブル（付属）から、パソコンの端子に合わせてUSBケーブルを選んでパソコンと接続します。

3 Windows／macOSでの接続を確認します。

4 通話を開始します。

スピーカーの音量を調整する
スピーカーの音量を調整するときは、ボリュームダイヤルを回して調整してください。

1

1 ボリュームダイヤル

マイクロホンをミュートする
マイクロホンをミュートするときは、ミュートボタンを押してください。ミュート状態のときはインジケーターが赤色
に点灯します。もう一度押すと、音声入力可能状態の青色に点灯します。



使いかた
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1 2

1 インジケーター

2 ミュートボタン
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お手入れのしかた

長くご使用いただくために各部のお手入れをお願いいたします。お手入れの際は、アルコール、シンナーなど溶剤類は
使用しないでください。

本体は乾いた布で汚れを拭いてください。

ボタン等の操作部に汗などの水分が付着した場合は、すぐに拭いてください。腐食による故障の原因になります。

ケーブルが汗などで汚れた場合は、使用後すぐに乾いた布で拭いてください。汚れたまま使用すると、ケーブルが劣
化して固くなり、故障の原因になります。

ケーブルのUSB端子が汚れた場合は、乾いた布で拭いてください。

長い間ご使用にならない場合は、高温多湿を避け、風通しの良い場所に保管してください。
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故障かな？と思ったら

自分の声が聞こえない／自分の声が小さい

本製品を接続してからWEB会議やオンライン通話を開始してください。

接続機器や通話アプリの音声入力先を本製品に切り替えてください。

接続機器のマイク入力の音量を大きくしてください。

相手の声が聞こえない／相手の声が小さい

接続機器や通話アプリの音声出力先を本製品に切り替えてください。

本製品と接続機器の音量を大きくしてください。

音が割れる／ノイズが出る／音が途切れる

本製品と接続機器の音量を小さくしてください。

本製品が認識されない／音が出ない／音が歪む／録音した音声が倍速で再生される

ご使用のパソコンによっては本製品が正しく動作しない場合があります。対処方法について当社ホームペー
ジにご案内を用意しております。ご確認ください。
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テクニカルデータ

アンプ・スピーカー部
型式 アンプ内蔵スピーカーシステム

スピーカーユニット φ40mm/フルレンジ

出力音圧レベル 84dBSPL±3dB

再生周波数帯域 100～10,000Hz

最大出力 2W

インピーダンス 4Ω

マイクロホン部
型式 バックエレクトレットコンデンサー型

指向性 全指向性

感度 -22dBfs（0dB=1V/Pa、at 1kHz）

周波数帯域 100～10,000Hz

通信仕様
必要システム仕様 USB2.0準拠

対応OS Windows 8.1、Windows 10、Windows 11
macOS Catalina、macOS Big Sur、macOSMonterey

ビット数 最大16bit

対応サンプリング周波数 48kHz

その他
電源 USB電源（DC5V）

入力端子 USB Type-Cジャック

外形寸法 67mm×67mm×30mm（W×D×H）

質量（コード除く） 約100g

使用温度範囲 5℃～40℃

付属品 USBケーブル（1.0m、USB Type-A - USB Type-C）、USBケーブル
（1.0m、USB Type-C - USB Type-C）、ポーチ

交換品（別売） USBケーブル（1.0m、USB Type-A - USB Type-C）、USBケーブル
（1.0m、USB Type-C - USB Type-C）、ポーチ

改良などのため予告なく変更することがあります。
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商標について

USB Type-C™はUSB Implementers Forumの商標です。

Microsoft®、Windows®は、米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。

WindowsはMicrosoft Windows operating systemの略称として表記しています。

Mac、macOSは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。
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